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　京都の源光庵は鷹峯山（ようほうさん）と号する曹洞宗の寺院で、貞和２年
（1346）に大徳寺の徹翁国師によって創建され、後に曹洞宗に改宗されまし
た。源光庵の庭園は紅葉の赤ときれいに刈り込まれた緑とのコントラストが美し
く、鶴亀の庭と名付けられています。
　悟りの窓、迷いの窓　本堂の庭に向かった壁面には丸い窓と四角い窓が開
けられ、丸い窓は「悟りの窓」といわれ、何事にもとらわれないおおらかな気持
ちを「禅と円通」の心で表し、角窓は「迷いの窓」といわれ、生きることや病、死
ぬことなど日々のさまざまな苦しみの「人間の生涯」を表しており、いずれも仏の
教えを象徴しています。
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　９月19日板橋区立文化会館大会議室に於
て、班長・副班長会議が開催されました。
　昨年より班の編成があり、現在の５班は旧
13班・14班・15班で構成され、会員数は64名
となりました。
　さて、濱島副支部長の開会の言葉、吉田支
部長の挨拶、その後議長の選出となり、吉田
支部長が議長となり、下記の議事について話
し合いが行われました。
１．班長・副班長の役割について
２．班会議について
３．広域災害対策について
４．支部忘年会及び厚生部活動について
尚、ボウリング大会は11月20日、忘年会は12
月９日に決定しました。
　他の議事についても活発な意見が出され、
スムーズに進行しました。
　杉浦組織部副部長お疲れ様でした。
　有働副支部長の閉会の言葉で会議は無事終
了しました。
　この後懇親会では各班ごとにテーブルに集
い、軽食をとりながら、今後の班会議、親睦
会等について、和やかなうちに話し合いが行
われました。

　平成26年10月16日に板橋支部が当番支部と
なった第６ブロック支部連絡協議会が、千
駄ヶ谷の東京税理士会館２Ｆ大会議室にて行
われました。まずは、「改正税理士法　Ｑ＆
Ａ」についての研修が行われ、その後、座長
として我が吉田伸江支部長、副議長として有
働武文副支部長が選任され、「支部活動とし
ての地域貢献について」を協議事項として会
議が催されました。特に我が板橋支部が新聞
等で報道された租税教室については、他支部

　班長・副班長会議の報告

　第6ブロック支部連絡協議会

第５班　班長　清水　和雄

広報部長　小野　聰司
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も大変関心が高いようで、同内容を中心に活
発な会議となりました。
　また会議後の懇親会でも色々な話題で盛り
上がりましたが、特に租税教育推進部長の鈴
木玲先生は、写真の通り他支部の租税教育担

当者に囲まれて質問攻めに遭っていたようで
す。大変誇らしい光景でした。以上の通り板
橋支部担当による今年度の第６ブロック支部
連絡協議会が盛況のうちに終了いたしました
ことをご報告申し上げます。

第２回『どうなる相続税』相談会に参加して
奥積　賢一　

　９月７日（日）に、東京税理士会主催、第
２回『どうなる相続税』相談会（第６ブロッ
ク）に相談員として参加を致しました。
　当日は、業務多忙の折、東京税理士会 神津 
会長、板橋税務署 林署長を始めとして副署
長、総務課長及び資産課税第１部門統括官ま
で、視察にお越し頂き、お言葉を頂戴いたし
ました。
　平成27年度における相続税法の改正におい
て、基礎控除額が大幅に削減され、あたかも
大多数の市民に多額の課税が行われるような
旨の報道等も数多くあり、多くの区民の方に
お越しいただきました。
　色々なケースが在ったかと思われますが、
高齢化社会を反映して「痴ほう」や「要介
護」の状態にある「親」について関連した相
続相談も以前より増加しているように思いま
した。
　また、当相談会では、「遺言」等における
法律問題に対応するため、板橋公証役場の公
証人に参加を賜っており、税務相談の後、相
談内容の必要に応じて、相談者をご案内いた
しました。
　ブースにおいて相談を進めてゆくと、やは
り「税の専門家」である「税理士」から、直
接に説明を受けた各相談者は納得され、最終

的には安堵した面持ちで帰路に向かわれてい
るようでした。
　なお、当日の会場等の準備を、当支部では
吉田支部長、有働・長沼両副支部長が行いま
した。大変お疲れ様でした。
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　「魅力創造発信！いたばし力NO.１」と題
された第43回板橋区民まつりが10月18日㈯と
19日㈰の両日、本年は天候にも恵まれ、おま
つりひろばにて開催されました。

　板橋支部は、小学生対象の板橋租税教室推
進協議会主催の「税のスタンプラリー」に参
加致しました。

第43回
板橋区民まつり
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 新入・転入会員オリエンテーションに参加して
鈴木　裕太　

　先日、新入・転入会員オリエンテーションに
参加させていただきました。オリエンテーショ
ンは、板橋支部会館にて行われ、板橋支部の組
織や活動内容についてご案内いただきました。
　私自身、昨年の入会後、いくつか板橋支部の
仕事に参加させていただきましたが、まだまだ
支部について知らないことも多く、改めて支部
の事を知るよい機会となりました。

　オリエンテーション後の懇親会では、お酒も
入り、板橋支部の諸先輩方や新入会員の皆様と
とても楽しく交流することができました。ちょ
うど同年代の若手会員と打ち解けることもでき
ました。同年代で、同じステージにいる仲間と
出会えたこともあり、とても有意義な時間でし
た。
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平成26年７月16日（水）
東京税理士会板橋支部研修（青年部）感想

　柴田　裕士　

　今回の研修は講師として税理士の桑原先生を
お呼びし、国税勤務時代の経験談を惜しげもな
く（？）話して頂いたり、聞き手の質問にも気
さくに答えて下さったりで大変楽しく有意義な
時間となりました。
　今回のご講義の中でとても参考になった部分
をピックアップして感想文とさせて頂きたいと
思います。
《税理士法33条の２書面添付制度について》
　国税側としては好意的に受け取っており、税
理士を呼んでヒアリングのみで完結する事もあ
り、また、提出した法人については税務調査の
選定の上で最後になる事のメリットがあるよう
で書面添付した事が無い私としては新鮮な情報
でした。
　イレギュラーな取引があったときのみ提出を
している方もおり、今後の参考になりました。
《通帳の動きと帳簿の動きに目を通すこと》
　帳簿だけでなく、通帳の動きにも目を通して
おくことが重要との事でした。
　通帳の残高が一致していても1,000万円入金
の後、すぐ1,000万円支払があったものの帳簿
上は処理されておらず売上1,000万円がそのま

ま抜けていたという事例があり、社長にもしっ
かり見ていることをアピールできます（悪いこ
とを考える人は、税理士に隠れて勝手にやるの
で、その抑止力になる。）。
《できる調査官とそうでない調査官について》
　できる調査官は初日午前のヒアリングの時か
ら無駄が無い動きで自然に資料をどんどん見つ
けていくそうです。逆に話が前に進まないよう
な方も中にはいるようで、そのような人に当
たったらラッキーなのかもしれません。
　税務調査初日に調査官がどのようなタイプか
見極めるのも大事だなと思いました。
《PLとBSの連動について》
　桑原先生のご経験談で、PLの動きとBSの動
きが一致していない調査結果というのは税務署
内で問題になるようで、上司に調べ直しと言わ
れたことがあるとの事でした。
　そのような見方もあるのだなと思い、勉強に
なりました。
　とても楽しい研修でした！
　次回も参加したいと思いますので宜しくお願
い致します。
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　囲碁は黒と白の碁石を盤面に打って陣地の
広さで白黒（勝負）を決める、子供からお年
寄りまで楽しめる簡単なゲームです。
　囲碁の効用について調べたところ次のよう
な記載がありました。
　囲碁は右脳を刺激し、判断力を高め、スト
レス解消に効果があります。さらには、ボケ
の予防にもなります。
　また、東北大学の研究室で、小学生に３ヶ
月間週１回１時間の囲碁入門講座を実施して
脳の働きを調べたところ、前頭前野をはじめ
とする脳機能が発達し、思考力、短期記憶
力、総合的作業力が向上していることが確認
できたそうです。
　このように囲碁は、脳機能の発達・活性
化、ストレス解消、ボケ予防、そして、年代
を超えた幅広いコミュニケーションが図られ
るすばらしいゲームです。
　ゴルフ、マラソン、登山などの趣味は体力
の衰えとともに限界がありますが、囲碁は、
白と黒が判別できる視力さえあれば何時まで
も楽しめる息の長い趣味です。

　会員の皆さん、将来の楽しい老後のため、
親子のコミュニケーションの醸成、そして子
供達の脳のさらなる成長を期待して、一度囲
碁同好会に顔を出してみませんか。
　月例会は、板橋支部事務局で毎月第１土曜
日午前10時半から午後５時まで、毎回10人程
度の会員が熱戦を繰り広げています。時間内
であれば出入り自由です。
　また、月例会の他に、秩父への合宿旅行、
杉並支部との対抗戦、東京税理士会囲碁大会
（年２回）などの行事があります。
　是非、囲碁同好会に参加をお願いします。

　　　　　　　囲 碁 部

は　じ　め　ま　し　て
−新・転入会員紹介−（敬称略）

平成26年11月15日現在

（１）新入会員
氏　　名　上

カミムラ

村　　治
オサム

　　　　　（H26. ８.20新入）
登録番号　第127489号
事 務 所　清水町41−1−1003
電　　話　090−8175−9912

氏　　名　大
ヤマトヤ

和屋　美
ミユキ

幸
　　　　　（H26. ８.20新入）
登録番号　第127490号
事 務 所　双葉町1−6
電　　話　6322−4686

氏　　名　長
ハセガワ

谷川　強
ツヨシ

　
　　　　　（H26. ８.20新入）
登録番号　第127558号
事 務 所　大山金井町37−10−405
電　　話　6905−9258

氏　　名　坪
ツボイ

井　民
タミオ

雄
　　　　　（H26. ８.20新入）
登録番号　第127591号
事 務 所　赤塚1−6−5−201
電　　話　6909−8964

長浜　信介　
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氏　　名　半
ハンダ

田　貴
キ ミ オ

美雄　
　　　　　（H26. ８.20新入）
登録番号　第127600号
事 務 所　板橋1−49−3−410
電　　話　5944−2845

氏　　名　渡
ワタナベ

部　浩
ヒロユキ

之　
　　　　　（H26. ９.24新入）
登録番号　第128145号
事 務 所　成増1−36−1−418
電　　話　3979−8780

氏　　名　阪
サカタ

田　大
ダイサク

作　
　　　　　（H26.10.15新入）
登録番号　第128373号
事 務 所　成増1−32−11−505
電　　話　3979−0563

（２）転入会員
氏　　名　佐

サトウ

藤　允
ノブジ

史
　　　　　（H26. ７.31転入）
登録番号　第38270号
事 務 所　高島平3−11−11−206
電　　話　6904−0518

氏　　名　大
オオイシ

石　忠
タダオ

男　
　　　　　（H26. ８. １転入）
登録番号　第31276号
事 務 所　双葉町46−11
電　　話　3962−2711

氏　　名　矢
ヤガミ

上　隆
タカシ

司　
　　　　　（H26. ８.15転入）
登録番号　第120348号
事 務 所　弥生町13−1−101
　　　　　栃木正明税理士事務
　　　　　所内
電　　話　5986−7374

氏　　名　齋
サイトウ

藤　　荘
ショウ

　
　　　　　（H26.10. １転入）
登録番号　第96427号
事 務 所　板橋2−64−5−4F
　　　　　税理士法人未来総合
　　　　　 会計事務所
電　　話　3579−0767

◇お世話になりました◇
佐藤　光春　東京地方会へ
菊地　勝敏　芝支部へ
村山　　泉　京橋支部へ

◇事務所移転しました◇
川原　徹也　成増2−5−4 黒田ビル2−Ｂ号室
西山健太郎　南常盤台2−14−7−101
田村　直樹　成増1−28−15−206
　　　　　　税理士法人元芥川事務所　

板橋支部会員数　（平成26年10月31日現在）
　支部会員数　　　416名（男346名　女70名）
　支部法人会員数　15事務所

会　員　掲　示　板

訃報

　当支部会員中澤　太市氏は、去る平成26
年８月14日ご逝去されました。
　当支部会員宮﨑　三郎氏は、去る平成26
年９月２日ご逝去されました。
　当支部会員矢野　　穚氏は、去る平成26
年９月24日ご逝去されました。

ここに、謹んで哀悼の意を表します。
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